
梅雨末期の大雨に注意しましょう 

毎年、梅雨の終わりの大雨で大きな被害が発生するのは、6月の下旬から7月の初旬

にかけてです。今も爪痕を残す3年前の西日本を中心として発生した集中豪雨と台風7

号による被害は想像を絶するものでした。この災害も6月28日から7月8日にかけ

て発生しました。平素から、災害に備えて避難についての心構えや危険個所の確認など 

をしておくことが大切です。 

 

 雨の強さと降り方（ニュースなどの報道でも使われています、危険な雨量を判断する 

うえで重要な情報になります。） 

 【やや強い雨】 

 1時間雨量：10～20ミリメートル 

 雨の音で話し声がよく聞き取れない。地面に水たまりができる。 

 【強い雨】 

 1時間雨量：20～30ミリメートル 

 寝ている人の大半が雨に気づく。 

【激しい雨】 

1時間雨量：30～50ミリメートル 

道路が川のようになる。 

【非常に激しい雨】 

1時間雨量：50～80ミリメートル 

傘は全く役に立たなくなる。 

【猛烈な雨】 

1時間雨量：80ミリメートル以上 

傘は全く役に立たなくなる。水しぶきによって視界が悪くなる。 

 

警戒レベルについて 

   

※ 八幡地域の第1避難所は八幡自治振興センターになっています。警戒レベル３で避

難所が開設され、その情報がオフトーク放送されますので注意しておいてください。 

  八幡自治振報 

      
                          

元気を出そう八幡 

平成30年豪雨による東城川の増水 



 

八幡自治振興区会員数が決定しました 

八幡自治振興区会費の徴収が終わり、令和3年度の八幡自治振興区会員が決定しまし

た。世帯総数は281世帯となっています。昨年よりも７世帯の減です。年々会員が減

少している状況は如何ともしがたい中で自治活動を行っていかなければなりません。皆

様方の自治振興に対するご理解とご協力をお願いいたします。 

各支部の会員状況 

支 部 会員数 昨年度比較 行政区 

保田支部 14 -2  保田 

川鳥支部 58 -2 川鳥2・3・4・5 

森第1支部 63 ０ 森3・4・5・6・7 

森第2支部 36 -１ 森1・2 

森三草支部 31 -2 森8・9、川鳥1 

田黒支部 31 ０ 田黒1・2・3・4 

菅受原支部 48 ０ 篠原、菅1・2・3・4、受原1・2 

 

中学校跡地で夏イチゴの生産 

東城八幡ファーム（井上雅望代表）では、昨年末から作業効率の向上を目的に、元八

幡中学校グラウンドへ 12 棟のハウスを集約されました。農場長の森本雅俊さんは、 

イチゴ生産8年のベテランで取材日には一人 

で摘花作業をされていました。お話によると、 

3月中頃から約2万本の株を植え付けて今月 

から出荷されています。 

八幡の特産として八幡ファームの夏イチゴ 

がたくさん生産・出荷できますようにお祈り 

します。 

   

お知らせ 

● 新型コロナウイルス感染拡大防止のために出されていた、「緊急事態宣言」も解除

されました。これまで中止していました振興区事業（デイホーム・フィットネス・

女性大学・成人講座・男の料理教室その他の活動）を7月から開始します。それぞ

れの事業へ参加されている方には詳しい連絡をしますので、感染防止をしながら活

動してください。 

● パソコンが各家庭に普及して、今では老いも若きもタブレットやスマホを手にして

おられる方が多くいらっしゃいます。先月から八幡自治振興センターへ勤務してい

る高柴さんは、パソコンをはじめとした IT機器に強いので、地域の方でパソコン等

で困っていることがあれば相談にのってもらえると思います。希望者はまず自治振

興センター（4-0205）まで連絡してみてください。 

 

今日の一句を紹介します。デイホーム会員さんの作品です。 

 

 

 

 

摘花作業中の森本農場長 

今日の一句：デイホーム 今日も楽しく 出来ましたね 

ペンネーム：ほーちゃん 


